梅沢人間力アカデミー　『ゼミナール　経営学の基礎』
第１章　　「社会的分業の調整と企業経営」
１．分業の起源：　「農業の得意な陸夫は農業に特化・専業し（農夫になり）、漁業の得意な海夫は漁業に特化・専業する（漁師になる）」
自給自足経済
	　
	農業
	漁業
	収穫

	陸夫
	４時間
	６時間
	米１人分
魚１人分

	海夫
	６時間
	４時間
	米１人分
魚１人分


交換経済
	　
	農業
	漁業
	収穫
	交換後の所有量

	陸夫
	１０時間
	０時間
	米２．５人分
	米１．２５人分
魚１．２５人分

	海夫
	０時間
	１０時間
	魚２．５人分
	米１．２５人分
魚１．２５人分


２．昔の市場（例えば、朝市）
貨幣導入前　：　各分業主体が物々交換（モノとモノとの直接取引）を行なう場
貨幣導入後　：　各分業主体が売買（貨幣を媒介とする取引）を行なう場
３．規模の経済
一人で作るよりも大勢で作る方が効率よく作れること。
４．企業
規模の経済を実現する為に、モノやサービスを大勢で協力して作る人々の集まり・組織体
５．今の市場
分業主体同士で、つまり企業と企業(B to B)、企業と個人（家計）(B to C)、あるいは個人と個人の間で(C to C)

取引を行う場
６．社会的分業
社会全体をカバーするような大きな体系で営まれている分業
鉱工業、農業、水産業、建設・土木業、食品産業、化学産業、機械産業、電機産業、造船業、自動車産業、印刷業、商業、金融業、不動産業、各種サービス産業、・・・
７．経営＝管理＝経営管理 （Management）
企業の中では、仕事が分割されて人々に分担されている。この分割された仕事を纏め上げる仕事を Management という
８．社会的分業の調整

社会的分業は、企業の外では市場取引によって調整されるが、企業の内部では管理によって調整される
９．経営科学の課題
激変する現代の社会環境の変化に適応して存続しながら、他方で社会の動きに大きく影響を及ぼしている企業の構造と活動を、社会環境との相互作用を重視しながら、科学的に解明（理解・説明）すること
設問
１．分業によって生産性が上昇するのは何故ですか。
２．昭和４０年代まで、トヨタ自動車は、トヨタ自工とトヨタ自販に分かれていました。分かれている場合のメリットとデメリットとして考えられることを適当に挙げなさい。
以上
